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日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
―
磯
漁
民
（
見
突
き
漁
民
）
の
漁
撈
伝
承
研
究
―
田
T
悟
要
　
旨
海
村
研
究
の
課
題
の
中
に
は
、
海
人
の
移
動
・
漂
泊
の
問
題
、
海
人
と
商
あ
き
な
い
と
の
関
係
な
ど
も
あ
る
。
そ
の
研
究
目
的
の
一
つ
は
、
特
に
磯
漁
（
磯
漁
民
）
の
よ
う
な
始
原
的
な
漁
撈
活
動
や
生
活
実
態
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
そ
の
中
に
古
い
時
代
の
海
人
の
伝
統
生
活
を
み
い
だ
そ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
四
囲
環
海
の
わ
が
国
民
の
基
層
文
化
を
明
ら
か
に
す
る
文
化
要
素
を
抽
出
す
る
た
め
の
基
礎
調
査
で
あ
り
研
究
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
本
稿
で
は
海
人
の
移
動
・
漂
泊
の
問
題
の
う
ち
の
、「
家
船
え
ぶ
ね
」
が
移
動
・
漂
泊
を
や
め
、
岡
（
陸
）
に
定
住
す
る
こ
と
に
よ
る
漁
撈
伝
承
・
漁
法
等
の
内
容
を
み
て
い
く
。
そ
の
一
事
例
と
し
て
、
大
分
県
臼
杵
市
大
字
大
浜
（
旧
北
海
部
郡
海
T
町
津
留
つ
る
）
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
磯
漁
　
見
突
き
漁
　
イ
ソ
ツ
キ
　
ア
ワ
ビ
　
家
船
　
海
村
文
化
　
漁
撈
文
化
　
漁
撈
伝
承
　
漂
泊
　
一
〈
論
　
文
（
民
俗
学
）〉
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
二
目
　
　
次
（1）
研
究
目
的
（
承
前
）
（2）
磯
漁
の
伝
統
的
存
在
形
態
に
関
す
る
実
証
的
調
査
と
研
究
[Ⅰ]
大
分
県
臼
杵
市
（
旧
北
海
部
郡
海
T
町
）
大
字
大
浜
（
津
留
）
の
「
イ
ソ
ツ
キ
」
（
一
）
は
じ
め
に
（
二
）
地
域
の
史
的
背
景
な
ど
（
三
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法
（
四
）
農
業
生
産
暦
と
農
業
（
五
）
イ
ソ
ツ
キ
（
漁
法
）
と
漁
具
（
六
）
漁
船
・
そ
の
他
の
聞
取
り
（
七
）
ま
と
め
（1）
研
究
目
的
（
承
前
）
本
稿
で
い
う
「
磯
漁
」
と
は
、
ム
ラ
の
地
先
に
お
け
る
磯
浜
海
岸
や
砂
浜
海
岸
で
の
漁
場
に
お
い
て
、
魚
貝
藻
（
魚
介
）
類
の
捕
採
に
あ
た
る
男
女
の
漁
撈
民
・
漁
業
者
一
般
を
さ
す
。
し
か
し
、
裸
潜
水
漁
に
よ
っ
て
魚
貝
藻
類
の
捕
採
に
あ
た
る
、
所
謂
蜑
人
あ
ま
（
海
人
・
海
士
・
海
女
）
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
裸
潜
水
漁
撈
者
で
あ
る
蜑
人
に
つ
い
て
は
別
稿
で
あ
つ
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
蜑
人
に
関
し
て
は
拙
著
『
日
本
蜑
人
あ
ま
伝
統
の
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、「
徒かち
（
歩
）
磯
漁
」
と
よ
ば
れ
る
小
型
漁
船
を
使
用
し
な
い
「
徒
」
に
よ
る
磯
漁
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
磯
漁
伝
統
の
研
究
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
四
囲
が
海
の
わ
が
国
に
あ
っ
て
、
海
と
か
か
わ
り
を
も
ち
つ
つ
暮
ら
し
を
た
て
て
き
た
人
々
の
始
原
的
で
素
朴
に
し
て
基
層
的
な
生
活
伝
統
が
伺
え
る
た
め
、
こ
の
方
面
の
研
究
を
お
こ
な
う
こ
と
で
海
浜
生
活
の
基
層
文
化
の
要
素
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
（2）
磯
漁
の
伝
統
的
存
在
形
態
に
関
す
る
実
証
的
調
査
と
研
究
[Ⅰ]
大
分
県
臼
杵
市
（
旧
北
海
部
郡
き
た
あ
ま
べ
ぐ
ん
海
T
町
）
大
字
大
浜
（
津
留
）
の
「
イ
ソ
ツ
キ
」
（
一
）
は
じ
め
に
三
日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
[-]
田
　
T
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
四
大分県臼杵市臼杵 
　国土地理院発行　1：25,000
大
分
県
臼
杵
市
の
臼
杵
湾
に
そ
っ
て
、
諏
訪
す
わ
・
大
浜
・
中
津
浦
な
か
つ
う
ら
と
よ
ば
れ
る
「
大
字
」
が
つ
づ
く
が
、
そ
の
「
大
字
諏
訪
」
の
中
の
「
小
字
」
に
「
津
留
つ
る
」
と
い
う
地
域
が
あ
る
。
津
留
は
、
臼
杵
湾
に
お
い
て
、
瀬
戸
内
海
の
能
地
の
う
じ
か
ら
家
船
え
ぶ
ね
が
や
っ
て
き
て
船
住
い
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
、
口
碑
に
よ
れ
ば
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
に
、
五
艘
の
家
船
の
移
住
者
か
ら
、
し
だ
い
に
ム
ラ
が
形
成
さ
れ
る
ま
で
に
お
よ
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
五
艘
の
家
船
は
、「
矢
田
想
兵
衛
・
金
剛
与
十
郎
・
樋
口
太
郎
・
大
原
源
兵
衛
・
竹
永
六
良
と
い
う
」
姓
を
も
つ
五
家
族
だ
」
注
（1）
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
津
留
で
は
家
船
え
ぶ
ね
の
こ
と
を
「
船
屋
ふ
な
や
」
と
よ
ん
で
き
た
と
い
う
が
、
庵
寺
あ
ん
で
ら
の
墓
地
に
先
祖
の
墓
と
よ
ば
れ
る
墓
碑
も
あ
る
。
注
（2）
こ
の
地
の
移
住
者
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
羽
原
又
吉
が
『
漂
海
民
』
注
（3）
の
中
で
吉
田
敬
市
の
調
査
を
引
用
し
て
お
り
、
拙
著
『
日
本
蜑あ
人ま
伝
統
の
研
究
』
注
（4）
中
に
お
い
て
も
調
査
結
果
を
示
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、「
漁
民
の
移
動
」
・
「
漂
泊
」
が
漁
民
の
民
俗
研
究
の
課
題
あ
る
い
は
問
題
の
所
在
と
し
て
あ
つ
か
わ
れ
て
き
た
結
果
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
と
は
別
に
、
家
船
の
人
々
が
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
土
地
所
有
に
は
限
界
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
漁
業
専
業
と
い
っ
て
も
、
生
産
手
段
に
は
か
な
り
制
約
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、「
船
屋
」
の
人
々
の
先
祖
が
定
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
ム
ラ
を
つ
く
る
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
る
地
域
の
漁
業
者
の
漁
業
に
か
か
わ
る
内
容
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
本
稿
の
課
題
で
も
あ
る
、
こ
の
地
域
の
磯
漁
伝
統
（
イ
ソ
ツ
キ
）
の
実
態
を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
五
日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
[-]
田
　
T
（
二
）
地
域
の
史
的
背
景
な
ど
臼
杵
市
は
北
東
を
北
海
部
郡
佐
賀
関
町
に
、
東
を
津
久
見
市
に
接
し
、
臼
杵
湾
を
か
か
え
る
よ
う
な
位
置
に
あ
る
。
『
豊
後
国
風
土
記
』
注
（5）
に
散
見
さ
れ
る
「
海
部
あ
ま
の
郡
こ
ほ
り
」
は
、
現
在
の
臼
杵
市
と
い
う
行
政
区
画
に
な
る
以
前
、
こ
の
地
は
大
分
県
北
海
部
郡
海
T
村
と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
と
に
あ
わ
せ
て
み
れ
ば
、
そ
の
土
地
柄
が
伺
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
書
中
に
。「
此こ
の
郡
こ
ほ
り
の
百
姓
お
ほ
み
た
か
らは
、
竝みな
、
海うみ
べ
た~
の
白
水
郎
あ
ま
な
り
。
因より
て
海
部
あ
ま
の
郡
こ
ほ
り
と
い
う
」
と
み
え
る
。
広
島
県
の
家
船
の
人
々
の
う
ち
、
吉
和
よ
し
わ
の
家
船
の
人
々
は
伝
統
的
に
一
本
釣
を
お
こ
な
い
、
二
窓
ふ
た
ま
ど
の
人
々
は
延
縄
漁
は
え
な
わ
り
ょ
う
を
、
能
地
の
う
じ
の
人
々
は
テ
グ
リ
網
漁
の
伝
統
漁
法
を
そ
れ
ぞ
れ
守
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
津
留
（
大
浜
）
へ
進
出
し
、
定
住
し
た
能
地
の
家
船
の
人
々
が
、
こ
の
地
で
は
網
漁
（
テ
グ
リ
漁
）
だ
け
で
な
く
、
網
漁
に
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
ま
で
は
お
こ
な
わ
な
か
っ
た
「
覗
突
き
漁
」（
大
浜
で
は
イ
ソ
ツ
キ
と
い
う
）
を
組
み
合
わ
せ
て
捕
採
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
は
、
瀬
戸
内
の
海
と
は
ち
が
っ
た
捕
採
対
象
物
（
漁
獲
物
）
が
新
し
く
移
り
住
ん
だ
地
に
は
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
地
に
き
て
か
ら
新
し
い
漁
法
を
組
み
合
わ
せ
て
漁
業
生
産
を
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
結
果
と
み
て
よ
い
。
ち
な
み
に
「
イ
ソ
ツ
キ
」
に
よ
る
捕
採
物
の
主
な
も
の
は
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
・
ナ
マ
コ
・
ア
イ
ナ
メ
・
ホ
ゴ
そ
の
他
の
磯
魚
・
テ
ン
グ
サ
な
ど
の
海
藻
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
津
留
は
五
艘
の
家
船
の
人
々
に
よ
っ
て
ム
ラ
が
開
か
れ
た
と
い
う
口
碑
が
あ
る
ほ
か
に
、「
庵
寺
あ
ん
で
ら
」
と
よ
ば
れ
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
六
る
庵
の
墓
地
に
「
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）」
に
「
千
空
倍
上
人
」
が
八
十
一
歳
の
時
に
建
立
し
た
「
津
留
邑むら
大
先
祖
之
」（
な
り
）
と
い
う
墓
碑
が
あ
る
。
こ
の
墓
碑
を
調
査
し
て
み
る
と
、
さ
き
に
掲
げ
た
口
碑
に
よ
る
五
艘
の
家
船
の
人
々
と
か
な
り
近
い
姓
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
大
原
源
兵
衛
は
大
内
源
兵
衛
に
あ
て
ら
れ
る
し
、
金
剛
与
十
郎
は
金
剛
與
十
良
で
同
じ
、
竹
永
六
良
は
竹
長
六
良
左
衛
門
、
樋
口
太
郎
は
□火
口
新
兵
衛
に
あ
て
ら
れ
る
が
火
（
樋
）
の
文
字
は
墓
碑
で
は
判
読
で
き
な
い
。
風
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
矢
田
想
兵
衛
に
あ
て
ら
れ
る
人
は
家
□庄
宇
兵
衛
の
よ
う
に
読
め
る
が
前
掲
書
の
『
漂
海
民
』
で
は
家
庭
兵
衛
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
か
ら
二
百
五
十
年
も
過
ぎ
た
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
建
立
し
た
墓
碑
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
不
明
確
で
は
あ
る
が
、
他
に
史
（
資
）
料
と
す
べ
き
も
の
が
な
い
の
で
参
考
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
重
要
な
こ
と
は
、
次
に
掲
げ
る
資
料
（
文
書
）
に
能
地
の
人
々
が
伝
統
的
に
お
こ
な
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
「
テ
グ
リ
網
」
七
日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
[-]
田
　
T
墓
碑
正
面
よ
り
向
っ
て
右
側
面 
津
留
邑
大
先
祖
之
 
浄
居
士
　
大
内
源
兵
衛 
浄
□
士
　
金
剛
與
十
良 
浄
□
士
　
竹
長
六
良
左
衛
門 
浄
□
士
　
□
□
新
兵
衛 
浄
□
士
　
家
□
宇
兵
衛 
 
嘉
永
四
辛
亥
正
月 
　
千
空
倍
上
人
　
八
十
一
歳
時
立
之 
墓
碑
正
面
よ
り
向
っ
て
左
側
面 
（
カ
） 
欲 知 
庄 
（昭和52年８月１日調査） 
火 
（
カ
） 
（
カ
） 
（
カ
） 
（
手
繰
網
）
の
関
係
資
料
が
あ
る
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
瀬
戸
内
の
能
地
か
ら
こ
の
地
に
移
り
住
ん
だ
家
船
の
人
々
が
、
定
住
し
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
四
百
年
近
く
も
の
あ
い
だ
同
じ
漁
業
の
伝
統
を
守
り
続
け
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
で
重
要
な
点
で
あ
り
、
注
目
し
た
い
。
ま
ず
、
大
浜
漁
業
協
同
組
合
（
旧
海
T
村
漁
業
組
合
）
が
明
治
四
十
一
年
七
月
三
日
に
農
商
務
大
臣
に
提
出
す
る
た
め
に
作
成
し
た
「
専
用
漁
業
免
許
状
」（
写
）
に
か
か
わ
る
資
（
史
）
料
に
よ
れ
ば
、
漁
業
の
種
類
・
漁
獲
物
の
種
類
・
漁
業
の
時
期
な
ど
は
次
に
掲
げ
る
表
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
資
（
史
）
料
中
、
網
漁
業
に
つ
い
て
み
る
と
、
鰺
船
曳
網
と
練
網
の
二
種
類
し
か
み
え
な
い
が
、
次
に
掲
げ
る
昭
和
二
年
六
月
二
十
九
日
の
資
（
史
）
料
中
に
、「
海
鼠
漁
業
」
は
「
手
繰
網
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
網
漁
業
は
三
種
類
と
な
る
。
現
在
、
大
浜
に
あ
る
漁
業
協
同
組
合
に
保
管
さ
れ
て
い
る
旧
大
分
県
北
海
部
郡
海
T
村
の
海
T
村
漁
業
組
合
の
「
漁
業
組
合
の
概
況
」
を
示
す
資
料
（
文
書
）
を
見
る
と
、
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
八
漁
業
の
種
類
・
漁
獲
物
・
時
期
（
第
一
表
） 
漁
業
の 
種
類
及
び
名
称 
漁
獲
の
種
類 
鯵
・
鯖
・
あ
じ
　
　
　
さ
ば
　
　
か
ま
す 
鯵
船
曳
網
漁
業 
あ
じ 練
網
漁
業 
ね
り 
あ
み 
鮑
漁
業 
あ
わ
び 
蠑
漁
業 
さ
ざ
え 
海
鼠
漁
業 
な
ま
こ 
蜊
漁
業 
い
し
か
い 
沖
蜆
漁
業 
こ
ま
の
つ
め 
海
羅
漁
業 
  
ふ   
の
り 
鹿
尾
菜
漁
業 
  
ひ
　 
じ
　 
き 
鹿
尾
菜 
  
ひ
　 
じ
　 
き 
鮑 
あ
わ
び 
蠑
螺 
さ
ざ
え 
海
鼠 
な
ま
こ 
蜊
（
い
し
か
い
） 
沖
蜆
（
方
言
こ
ま
の
つ
め
） 
海
羅（
） 
  
ふ   
の
り
　
ふ
の
り 
め
ば
る
・
や
は
げ（
や
は
ん
ど
） 
漁
業
の
時
期 
自
五
月
一
日 
至
十
月
三
十
一
日 
自
一
月
一
日 
至
十
二
月
三
十
一
日 
自
一
月
一
日 
至
十
二
月
三
十
一
日 
自
一
月
一
日 
至
十
二
月
三
十
一
日 
自
一
月
一
日 
至
十
二
月
三
十
一
日 
自
一
月
一
日 
至
十
二
月
三
十
一
日 
自
一
月
一
日 
至
十
二
月
三
十
一
日 
自
一
月
一
日 
至
六
月
三
十
日 
自
十
一
月
一
日 
至
翌
年
五
月
三
十
一
日 
（
明
治
四
十
一
年
七
月
三
日
） 
昭
和
二
年
六
月
二
十
九
日
に
作
成
し
た
も
の
と
し
て
、
一
、
組
合
員
数
　
　
副
業
者
数
　
　
合
計
二
一
二
人
　
　
　
十
三
　
　
二
一
二
人
二
、
最
近
三
カ
年
間
の
経
費
決
算
高
大
正
十
五
年
　
大
正
十
四
年
　
大
正
十
三
年
四
三
一
円
　
　
三
九
三
円
　
　
七
九
二
円
三
、
最
近
五
カ
年
間
の
総
漁
獲
高
大
正
十
五
年
度
　
　
　
　
大
正
十
四
年
度
一
二
〇
、
〇
〇
〇
円
　
　
一
〇
八
、
〇
〇
〇
円
大
正
十
三
年
度
　
　
　
　
大
正
十
二
年
度
八
六
、
〇
〇
〇
円
　
　
　
九
〇
、
〇
〇
〇
円
大
正
十
一
年
度
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
四
、
専
用
漁
業
権
利
用
の
状
況
を
知
る
べ
き
書
類
と
し
て
、
漁
業
名
称
毎
の
漁
具
類
又
は
漁
船
数
、
従
業
者
数
と
し
て
、
次
の
表
を
掲
げ
て
い
る
。（
第
二
表
）
な
お
、
筆
者
が
錦
地
の
最
初
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
八
月
一
日
の
聞
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、
臼
杵
市
九
日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
[-]
田
　
T
漁
業
協
同
組
合
の
海
部
あ
ま
べ
支
所
に
お
け
る
大
浜
の
漁
業
協
同
組
合
員
は
五
十
八
名
、
中
津
浦
は
三
十
八
名
、
津
留
は
家
数
百
二
十
戸
中
の
十
二
名
が
組
合
員
で
、
当
時
で
も
打
瀬
網
漁
が
主
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
打
瀬
網
漁
は
慶
長
年
間
の
頃
か
ら
の
伝
統
が
あ
る
と
伺
っ
た
。
ま
た
、
当
時
、
臼
杵
市
大
浜
五
組
在
住
の
平
川
光
義
氏
は
タ
イ
の
延
縄
漁
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
ユ
リ
バ
チ
と
よ
ば
れ
る
ハ
チ
の
中
に
シ
ュ
ロ
製
の
幹
縄
（
ヤ
マ
と
呼
ぶ
）
に
、
枝
縄
の
テ
グ
ス
を
付
け
て
タ
イ
を
釣
る
ほ
か
、
ヘ
イ
ジ
・
メ
ブ
ト
な
ど
も
釣
っ
た
と
聞
い
た
。
さ
ら
に
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
は
出
稼
ぎ
漁
に
も
出
か
け
、
土
佐
沖
ま
で
出
て
カ
ツ
オ
一
本
釣
を
お
こ
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
聞
取
り
調
査
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
昭
和
五
年
十
月
の
専
用
漁
業
変
更
願
の
中
の
漁
業
権
増
加
の
種
類
の
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
一
〇
漁
業
の
種
類
・
漁
具
・
漁
船
及
び
従
業
者
数
な
ど
（
第
二
表
） 
漁
具
の
名
称 
漁
業
名
称
 
鯵
船
曳
網
漁
業 
あ
じ 練
網
漁
業 
ね
り 
あ
み 
鮑
漁
業 
あ
わ
び 
蠑
漁
業 
さ
ざ
え 
海
鼠
漁
業 
な
ま
こ 
蜊
漁
業 
い
し
か
い 
沖
蜆
漁
業 
こ
ま
の
つ
め 
海
羅
漁
業 
  
ふ   
の
り 
鹿
尾
菜
漁
業 
  
ひ
　 
じ
　 
き 
手
採
・
ク
ワ 
手
繰
網 
竿
突 
竿
突 
鯵
船
曳
網 
ク
ワ 
手
採 
手
採 
練
網 
め
ば
る
・
や
は
げ（
や
は
ん
ど
） 
漁
具
の
数 
　
　
二 
　
　
二 
　
四
〇 
　
四
〇 
　
四
〇 
二
〇
〇 
二
〇
〇 
　
　
― 
　
　
― 
漁
　
船
　
数 
　
　
二 
　
　
二 
　
二
〇 
　
二
〇 
　
四
〇 
　
　
― 
　
　
― 
　
　
― 
　
　
― 
従
業
者
数 
　
六
〇 
　
六
〇 
　
四
〇 
　
四
〇 
　
八
〇 
二
〇
〇 
二
〇
〇 
二
〇
〇 
二
〇
〇 
（
昭
和
二
年
六
月
二
十
九
日
） 
変
更
の
中
に
、「
一
、
鯛
延
縄
漁
業
・
鯛
・
漁
業
時
期
自
一
月
一
日
至
十
二
月
三
十
一
日
」
と
み
え
る
。
鯛
延
縄
漁
業
な
ど
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
（
三
）
漁
業
生
産
暦
と
漁
法
調
査
地
の
大
浜
で
は
磯
漁
（
見
突
き
漁
）
の
こ
と
を
「
イ
ソ
ツ
キ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
組
合
資
料
（
前
掲
）
に
は
「
竿
突
」
と
み
え
る
が
、
こ
れ
は
「
漁
具
の
名
称
」
を
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
臼
杵
市
大
字
大
浜
に
お
け
る
漁
業
の
生
産
構
造
は
二
層
（
二
重
構
造
）
に
な
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
一
つ
は
、
も
と
よ
り
こ
の
地
で
伝
統
的
な
漁
業
生
産
活
動
を
営
ん
で
き
た
漁
業
者
層
で
、
そ
れ
ら
の
漁
民
に
よ
る
漁
業
生
産
構
造
は
、
組
合
資
（
史
）
料
（
前
掲
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
内
容
が
や
や
豊
富
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
他
の
層
は
、
も
と
は
家
船
（
船
屋
）
で
移
動
生
活
を
つ
づ
け
な
が
ら
漁
業
生
産
を
継
続
し
て
き
た
「
イ
ソ
ツ
キ
」
で
暮
ら
す
人
々
で
あ
る
。
家
船
の
人
々
は
、
の
ち
に
定
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
こ
の
沿
岸
で
「
イ
ソ
ツ
キ
」
を
お
こ
な
っ
て
き
た
と
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
漁
業
生
産
構
造
は
単
純
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
漁
業
に
か
か
わ
る
生
産
手
段
に
資
本
を
繰
り
入
れ
る
こ
と
な
く
、
生
産
規
模
の
拡
大
が
お
こ
な
わ
れ
な
い
ま
ま
今
日
ま
で
伝
統
生
活
が
継
続
さ
れ
て
き
た
層
と
み
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、「
イ
ソ
ツ
キ
」
で
暮
ら
す
人
々
は
、
資
本
の
蓄
積
が
な
く
て
も
、
網
漁
具
等
以
外
、
生
産
手
段
に
か
か
わ
る
投
資
が
少
な
く
て
も
生
業
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
土
地
所
有
が
少
な
い
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
一
一
日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
[-]
田
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話
者
の
平
川
一
男
氏
（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
十
五
日
生
）
は
、
年
間
を
通
し
て
「
イ
ソ
ツ
キ
」
を
専
門
に
お
こ
な
っ
て
き
た
一
人
で
あ
る
。
「
イ
ソ
ツ
キ
」
の
主
な
捕
採
対
象
物
は
、
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
・
ナ
マ
コ
で
あ
る
が
、
そ
の
他
イ
ソ
ザ
カ
ナ
（
磯
魚
）
の
ア
イ
ナ
メ
・
ホ
ゴ
な
ど
を
突
い
た
。
ま
た
、
テ
ン
グ
サ
な
ど
の
海
藻
採
取
も
お
こ
な
っ
て
き
た
。
「
イ
ソ
ツ
キ
」
の
漁
期
は
、
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
採
取
等
が
十
一
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
禁
漁
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
十
二
月
初
旬
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
た
は
四
月
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
桜
の
花
見
頃
に
な
る
と
雨
の
降
る
日
が
多
く
な
り
、
海
水
が
濁
り
は
じ
め
て
イ
ソ
ツ
キ
は
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ア
ジ
は
一
本
釣
で
漁
獲
さ
れ
た
。
漁
期
は
四
月
初
旬
に
は
じ
ま
り
、
七
月
か
ら
八
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
。
毎
年
イ
ソ
ツ
キ
の
漁
期
が
終
わ
る
と
ア
ジ
一
本
釣
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
ス
ル
メ
イ
カ
も
一
本
釣
に
よ
っ
て
漁
獲
し
て
き
た
。
ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
期
は
八
月
初
旬
頃
か
ら
は
じ
ま
り
、
十
月
い
っ
ぱ
い
頃
ま
で
だ
が
、
漁
が
あ
れ
ば
、
そ
の
後
の
十
一
月
に
は
い
っ
て
も
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
イ
ソ
ツ
キ
と
一
本
釣
と
い
う
、
漁
船
以
外
に
は
生
産
手
段
に
資
本
の
か
か
ら
な
い
漁
業
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
点
は
、
わ
が
国
の
漁
業
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
磯
漁
伝
統
の
経
済
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
一
二
大分県臼杵市大字大浜（津留）の漁業生産暦（新暦） 平川　一男氏聞書 （明治41年12月15日生） 
魚種・漁法 
イソツキ 
アジ一本釣 
スルメイカ一本釣 
摘 要１月 ２月 ３月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ７月 ６月 ５月 ４月 
アワビ・サザエ 
ナマコ・テングサ 
アイナメ・ホゴ 
（昭和62年１月22日調査） 
的
、
社
会
的
な
背
景
を
見
定
め
る
存
在
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
。
（
四
）
農
業
生
産
暦
と
農
業
こ
の
地
は
、
も
と
よ
り
耕
地
に
恵
ま
れ
た
土
地
柄
で
な
い
た
め
、
漁
業
に
た
よ
っ
て
暮
ら
し
を
た
て
て
き
た
。
話
者
の
平
川
一
男
市
宅
の
土
地
所
有
は
二
畝
で
あ
る
。
一
反
の
十
分
の
一
が
一
畝
で
三
十
歩
（
約
一
ア
ー
ル
・
百
平
方
メ
ー
ト
ル
・
約
三
十
・
二
五
坪
）
と
し
て
み
る
と
、
二
畝
は
約
六
十
・
五
〇
坪
ほ
ど
な
の
で
家
屋
を
一
軒
建
て
る
ぐ
ら
い
し
か
な
く
、
耕
地
と
は
い
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
耕
地
を
一
反
も
っ
て
い
れ
ば
多
い
方
で
、
普
通
の
家
は
五
畝
ぐ
ら
い
だ
と
聞
い
た
。
集
落
の
中
に
は
一
反
な
い
し
、
二
反
の
土
地
所
有
者
も
い
る
と
は
い
う
が
、
漁
民
の
土
地
所
有
は
少
な
く
、
自
家
消
費
用
の
野
菜
づ
く
り
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水
田
を
所
有
し
て
い
る
漁
家
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
話
者
の
家
で
は
水
田
を
所
有
し
て
い
な
い
。
一
三
日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
[-]
田
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大分県臼杵市大字大浜（津留）の農業生産暦（新暦） 平川　一男氏聞書 （明治41年12月15日生） 
種 類  
大 麦  
小 麦  
サツマイモ 
サトイモ  
小 豆  
大 根  
ソラマメ 
摘 要１月 ２月 ３月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 ７月 ６月 ５月 ４月 
大麦をさきに 
刈る 
麦を刈った 
あとに植える 
漬物用 
他の野菜 
イモのあいだに 
植える 
梅雨前に刈る 
（昭和62年１月22日調査） 
千
葉
経
済
論
叢
　
第
34
号
一
四
畑
地
で
は
大
麦
や
小
麦
が
作
ら
れ
て
き
た
。
大
麦
、
小
麦
と
も
に
十
一
月
初
旬
に
な
る
と
種
蒔
き
を
お
こ
な
い
、
翌
年
の
五
月
下
旬
に
は
刈
り
取
り
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
毎
年
、
大
麦
、
小
麦
と
も
に
梅
雨
に
入
る
前
に
収
穫
す
る
が
、
大
麦
を
先
に
刈
り
取
る
よ
う
に
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
地
で
は
比
喩
と
し
て
、
二
人
の
姉
妹
の
う
ち
先
に
妹
が
嫁
に
行
く
と
、「
小
麦
が
先
に
う
れ
た
」
な
ど
と
い
う
そ
う
で
あ
る
。「
小
麦
が
先
に
う
れ
た
」
と
い
う
の
は
、
大
麦
は
必
ず
小
麦
よ
り
も
先
に
刈
り
入
れ
て
き
た
と
い
う
農
作
業
の
仕
方
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
聞
い
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
は
春
の
彼
岸
が
過
ぎ
る
と
、
イ
モ
の
苗
床
に
タ
ネ
イ
モ
を
ふ
せ
、
大
麦
や
小
麦
を
刈
り
取
っ
た
あ
と
の
畑
に
植
付
け
た
。
し
た
が
っ
て
、
三
月
中
旬
か
ら
作
業
は
お
こ
な
わ
れ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
は
十
月
初
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
ぐ
ら
い
ま
で
作
業
が
つ
づ
け
ら
れ
た
。
サ
ト
イ
モ
は
六
月
初
旬
に
な
る
と
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
同
じ
よ
う
に
、
麦
を
刈
り
取
っ
た
畑
に
植
え
た
。
サ
ト
イ
モ
掘
り
は
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
よ
り
も
少
々
お
そ
く
な
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
普
通
。
小
豆
は
五
月
初
旬
に
な
る
と
蒔
き
、
八
月
下
旬
に
な
る
と
取
り
入
れ
る
。
大
根
は
自
家
消
費
の
た
め
の
漬
物
用
と
し
て
栽
培
し
た
。
八
月
初
旬
に
な
る
と
種
蒔
き
を
お
こ
な
い
、
暮
れ
の
十
二
月
下
旬
頃
に
収
穫
し
た
。
日
本
磯
漁
伝
統
の
研
究
[-]
田
　
T
ソ
ラ
マ
メ
は
五
月
初
旬
頃
に
栽
培
を
は
じ
め
る
が
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
サ
ト
イ
モ
を
植
え
る
あ
い
だ
に
あ
た
る
よ
う
な
場
所
を
選
ん
で
植
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
程
度
で
あ
る
。
そ
の
他
、
ネ
ギ
類
を
は
じ
め
、
自
家
消
費
用
の
野
菜
は
、
量
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
な
ん
で
も
つ
く
っ
て
き
た
。
（
五
）
イ
ソ
ツ
キ
（
漁
法
）
と
漁
具
調
査
地
の
大
浜
で
は
、
磯
漁
民
が
船
上
か
ら
海
中
、
海
底
を
見
定
め
て
魚
貝
藻
（
魚
介
）
類
の
捕
採
を
お
こ
な
う
漁
法
を
「
イ
ソ
ツ
キ
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
上
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
イ
ソ
ツ
キ
に
よ
り
ア
ワ
ビ
採
取
を
お
こ
な
う
に
は
「
ア
ワ
ビ
オ
コ
シ
」
と
よ
ば
れ
る
漁
具
を
用
い
る
。
ア
ワ
ビ
オ
コ
シ
は
先
端
の
鉄
製
部
分
の
長
さ
が
約
三
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
メ
ダ
ケ
の
棹
（
竿
）
の
先
端
に
さ
し
こ
ん
で
あ
る
。
カ
ギ
の
部
分
は
約
二
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
曲
げ
た
部
分
を
平
た
く
加
工
し
て
あ
る
。（
写
真
参
照
）
ア
ワ
ビ
オ
コ
シ
に
は
、
同
型
の
も
の
だ
が
カ
ギ
の
部
分
が
や
や
小
さ
く
作
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ア
ワ
ビ
の
生
息
場
所
（
状
況
）
に
よ
り
、
使
い
わ
け
る
の
で
数
種
類
（
数
本
）
を
準
備
し
て
出
漁
す
る
。
サ
ザ
エ
は
「
カ
ナ
ツ
キ
」（
後
述
）
を
使
っ
て
、
は
さ
ん
で
あ
げ
た
り
、
ク
ル
マ
ス
ク
イ
の
網
で
掬
い
取
っ
た
り
し
た
。
ク
ル
マ
ス
ク
イ
と
は
、
ク
ル
マ
エ
ビ
が
砂
地
の
中
に
い
る
の
で
、
ク
ル
マ
エ
ビ
を
掬
う
タ
モ
網
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
地
で
は
タ
モ
を
タ
ブ
と
い
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っ
た
り
、
網
の
こ
と
を
「
ス
イ
デ
」
と
か
「
ス
ウ
テ
」、「
シ
イ
デ
」
な
ど
と
も
呼
ん
で
い
る
。
ナ
マ
コ
も
同
じ
よ
う
に
「
ス
イ
デ
」（
シ
イ
デ
）
を
用
い
て
掬
い
取
っ
た
。（
写
真
参
照
）
イ
ソ
ザ
カ
ナ
は
「
カ
ナ
ツ
キ
」
を
用
い
て
突
く
。
大
浜
で
使
用
し
て
き
た
カ
ナ
ツ
キ
は
先
端
が
四
本
に
分
か
れ
て
い
る
形
態
の
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
横
に
一
列
に
四
本
が
並
ん
で
い
る
の
で
は
な
く
、
三
角
形
の
角
の
部
分
に
三
本
と
真
中
に
一
本
が
加
え
ら
れ
た
カ
ナ
ツ
キ
で
あ
る
。
小
さ
な
カ
ナ
ツ
キ
は
鉄
製
の
先
端
部
分
の
長
さ
が
二
十
セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
大
き
さ
は
各
種
あ
り
、
棹
（
竿
）
の
部
分
は
い
ず
れ
も
メ
ダ
ケ
の
先
に
す
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
漁
具
は
い
ず
れ
も
臼
杵
の
新
町
に
あ
っ
た
鍛
冶
屋
に
注
文
し
て
製
作
し
て
も
ら
っ
た
り
、
臼
杵
の
町
中
に
あ
る
道
具
屋
で
購
入
し
た
り
し
た
。
ま
た
、
イ
ソ
ツ
キ
を
お
こ
な
う
際
、
船
上
か
ら
海
中
、
海
底
を
覗
く
た
め
や
、
捕
採
対
象
物
を
見
定
め
る
た
め
に
用
い
る
ガ
ラ
ス
の
メ
ガ
ネ
は
「
イ
ソ
カ
ガ
ミ
」
と
か
「
カ
ガ
ミ
」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
イ
ソ
カ
ガ
ミ
使
用
以
前
の
イ
ソ
ツ
キ
の
方
法
に
つ
い
て
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
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本
磯
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究
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（
六
）
漁
船
・
そ
の
他
の
聞
取
り
「
イ
ソ
ツ
キ
」
に
使
用
す
る
小
型
の
木
造
漁
船
は
テ
ン
マ
と
よ
ば
れ
、
長
さ
が
三
尋
半
か
ら
四
尋
、
肩
幅
が
内
側
で
四
尺
ほ
ど
の
船
で
あ
っ
た
。
大
浜
に
あ
っ
た
「
カ
イ
デ
」
と
い
う
名
前
の
船
大
工
に
注
文
し
て
製
作
し
て
も
ら
っ
た
。
イ
ソ
ツ
キ
を
お
こ
な
う
際
に
は
、
こ
の
漁
船
に
一
人
ま
た
は
二
人
が
乗
っ
て
出
漁
す
る
。
イ
ソ
ツ
キ
は
漁
船
の
ト
モ
の
左
か
右
（
後
方
の
ト
リ
カ
ジ
側
・
オ
モ
カ
ジ
側
）
の
ど
ち
ら
か
の
場
所
で
カ
イ
を
使
っ
て
お
こ
な
う
。
ヘ
イ
ジ
一
本
釣
は
機
械
船
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
漁
業
で
、
そ
れ
以
前
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ヘ
イ
ジ
一
本
釣
は
一
本
の
竪
縄
に
三
本
ほ
ど
枝
を
出
し
、
大
き
な
釣
鈎
を
付
け
、
下
部
に
オ
モ
リ
を
一
つ
付
け
る
。
餌
に
は
ア
ジ
・
サ
バ
の
他
、
イ
カ
を
用
い
る
。
漁
船
は
三
・
五
ト
ン
か
ら
四
ト
ン
の
大
き
さ
で
、
十
時
間
ほ
ど
か
け
て
土
佐
沖
へ
出
漁
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
タ
イ
の
延
縄
は
え
な
わ
は
、
十
月
か
ら
翌
年
の
三
月
頃
に
か
け
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
タ
イ
の
ハ
チ
（
ユ
リ
バ
チ
）
は
三
十
パ
チ
ほ
ど
持
っ
て
い
く
。
潮
に
よ
っ
て
、
朝
出
漁
し
、
ひ
と
ば
ん
海
中
に
お
い
て
、
翌
朝
帰
っ
て
く
る
。
船
玉
様
は
男
女
一
対
の
人
形
・
銭
・
五
穀
な
ど
を
祠
る
。
四
っ
足
の
動
物
は
食
べ
な
い
。
蛇
を
き
ら
い
、
長
虫
と
い
う
。
ウ
メ
ボ
シ
の
種
を
海
に
流
し
て
は
い
け
な
い
。
刃
物
（
キ
レ
モ
ノ
）
を
海
に
す
て
な
い
。
こ
れ
は
井
戸
の
中
も
同
じ
こ
と
。
流
れ
仏
は
必
ず
あ
げ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拾
え
ば
大
漁
に
な
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
だ
と
不
漁
に
な
る
と
い
わ
れ
た
。
坊
さ
ん
を
船
に
乗
せ
る
と
縁
起
が
い
い
と
い
わ
れ
た
。
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八
（
七
）
ま
と
め
筆
者
が
は
じ
め
て
臼
杵
市
の
調
査
地
に
お
も
む
い
た
の
は
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
八
月
一
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
は
臼
杵
市
漁
業
協
同
組
合
の
海
部
あ
ま
べ
支
所
に
お
い
て
、
当
時
、
組
合
事
務
を
担
当
し
て
お
ら
れ
た
稲
垣
美
代
子
氏
か
ら
組
合
所
蔵
の
資
料
（
文
書
）
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
庵
寺
の
墓
碑
に
案
内
し
て
い
た
だ
く
に
と
ど
ま
っ
た
。
次
に
資
料
調
査
を
お
こ
な
っ
た
の
は
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
一
月
二
十
二
日
で
、
こ
の
時
も
稲
垣
氏
に
数
々
の
ご
教
示
を
た
ま
わ
っ
た
。
こ
の
間
、
十
年
が
経
過
し
て
お
り
、
臼
杵
市
の
駅
前
に
は
立
派
な
ホ
テ
ル
も
建
設
さ
れ
て
い
た
。
本
調
査
の
内
容
は
、
こ
の
よ
う
に
二
度
に
わ
た
る
調
査
結
果
を
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
が
。
特
に
大
分
県
臼
杵
市
大
字
大
浜
二
一
五
に
在
住
の
平
川
一
男
氏
（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
十
五
日
生
）
か
ら
の
聞
取
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
話
者
は
「
イ
ソ
ツ
キ
」
を
専
門
に
お
こ
な
っ
て
き
た
漁
業
者
で
あ
り
、
資
料
と
し
て
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
イ
ソ
ツ
キ
の
漁
具
は
す
べ
て
平
川
一
男
氏
が
使
用
・
所
有
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
市
販
さ
れ
て
い
る
地
図
に
「
津
留
」
と
い
う
小
字
は
み
ら
れ
な
い
が
、
国
土
地
理
院
発
行
の
地
図
の
中
に
は
表
示
さ
れ
て
い
る
。（
地
図
参
照
）
稲
垣
美
代
子
氏
に
よ
る
と
、
大
浜
と
津
留
の
距
離
は
一
キ
ロ
と
は
は
な
れ
て
い
な
い
の
に
言
葉
に
ち
が
い
が
あ
り
、「
あ
な
た
」
の
こ
と
を
大
浜
で
は
「
あ
ん
た
」
と
い
う
が
、
津
留
で
は
「
が
ら
」
と
か
「
が
い
ら
ー
」
と
い
っ
た
り
、
津
留
で
は
男
の
子
を
「
ぼ
ー
」、
女
の
子
を
「
び
ー
」
と
呼
ぶ
な
ど
方
言
や
な
ま
り
も
異
な
る
と
聞
い
た
。
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津
留
（
臼
杵
市
大
字
大
浜
）
へ
出
漁
し
て
定
住
し
た
広
島
県
の
能
地
の
家
船
の
人
々
が
網
漁
（
テ
グ
リ
網
等
）
に
あ
わ
せ
て
、
瀬
戸
内
海
の
家
船
の
人
々
が
伝
統
的
に
お
こ
な
う
こ
と
の
な
か
っ
た
「
覗
突
き
漁
」（
大
浜
で
は
イ
ソ
ツ
キ
と
い
う
）
を
組
み
合
わ
せ
て
魚
貝
藻
（
魚
介
）
類
の
捕
採
を
お
こ
な
っ
て
き
た
の
は
、
内
海
と
は
ち
が
っ
た
捕
採
対
象
物
が
新
し
く
住
ん
だ
臼
杵
湾
の
海
に
は
あ
っ
た
た
め
、
新
し
い
漁
法
を
組
み
合
わ
せ
て
の
漁
業
生
産
を
こ
の
地
に
来
て
か
ら
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
た
結
果
と
み
て
よ
い
。
注
（6）
ま
た
、
本
調
査
地
に
お
い
て
は
、
昭
和
の
初
期
以
降
、
漁
船
が
大
型
化
・
動
力
化
す
る
こ
と
に
あ
わ
せ
て
漁
獲
対
象
物
が
増
加
し
、
新
し
い
漁
場
の
開
拓
が
な
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
、
漁
業
生
産
の
拡
大
と
漁
村
の
発
展
と
の
か
か
わ
り
を
み
て
い
く
う
え
で
見
の
が
せ
な
い
。
ま
た
、
同
じ
大
分
県
内
で
も
臼
杵
市
と
隣
り
あ
わ
せ
の
津
久
見
市
の
保
戸
島
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
見
突
き
漁
」
を
臼
杵
市
の
大
浜
（
津
留
）
で
は
「
イ
ソ
ツ
キ
」
と
呼
称
す
る
の
に
対
し
て
、
保
戸
島
で
は
「
イ
サ
リ
」
と
呼
称
す
る
な
ど
、
近
く
で
も
異
な
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。（
地
図
参
照
）
末
筆
な
が
ら
話
者
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
漁
業
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
平
川
一
由
氏
（
大
浜
二
七
一
）
に
謝
意
を
表
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。
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